
  
 

 

  

指導計画表
 （全 時間）

時間 学習内容・主な活動

■とびら

・プレ活動 （資料 ）

■ １

・ の学習（現在完了形の肯定

文）（資料 ，資料 ）

・新出語彙の導入

・本文の導入・理解・音読（資料 ）

・本文の復習（書きテスト）

■

・ の学習（現在完了形の疑問

文）（資料 ，資料 ）

・新出語彙の導入

・本文の導入・理解（資料 ）

・本文の復習（書きテスト）

■

・

・ （資料 ）

・新出語彙の導入

・

・本文の音読

・

・

・本文の音読

・

・本文の復習（書きテスト）

・文法のまとめ（資料 ）

■

■ （資料 ）

■  

（資料 ，資料 ）
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実践例

 つのゴールに向かって

 この では， で，新文型として現

在完了形の肯定文，疑問文を「習得」させる。そし

て，この新文型を使ったまとまった内容の英文を

で読み取り， で聞き取り，

で話すという「活用」ができるように

する。具体的には， で，  ― 

というタイトルに示されるフィンラン

ド人の森への思い，関わりを読み取り，この読み深

めた内容をもとに， という

日本の紹介文を書けるようにするのが つ目のゴー

ルである。そして， で，「あこがれの

人物」について，友人にインタビューを行い，レポ

ートにまとめることができるようにするのが つ目

のゴールである。この つのゴールに向かって，と

びらや では， という異文化への関心を

高め，現在完了形の肯定文を使って自分が長くやっ

ていることを表現できるようにし，疑問文を使って

互いにどれくらい長くやっているのかを尋ねたり，

答えたりできるようにしておく。 で聞き

取った内容も，インタビューの参考になるので，

のゴールに向かっていると言える。

このように 全体の学習目標やおおま

かな流れを設定し，次のように各パートの授業を進

めていく。

 とびら

は日本人にとってはなじみの少ない国で

ある。 の導入準備として，国名当てクイズ

（画像イメージからグループで国名を当てる）を行

い，最後に を取り上げて，話題をつなげる。

生徒にいくつかのイメージをあげさせた後，オーロ

ラ，家具，サンタ，ムーミンなどをスクリーンに映

す。（資料 ）

 （新出基本表現）の導入

現在完了形は，日本語にない時制なので，導入の

設定は重要である。 では（ 時間目），

イタリア人と結婚して以来，イタリアに住んでいる

友人を紹介する状況設定で現在完了形（継続用法）

を で導入する。

次に，人名と国名，滞在期間が描かれた を

示して， を行った後，自分が新潟

市にいつから住んでいるか 生まれてからずっと住

んでいるかを横ペア→縦ペア→斜めペアで行わせ

る（資料 ，資料 ）。

宿題として簡単な自己表現のワークシート（資料

）を課す。生徒が書いた英文は， 時間目まで

に添削をしておく。 では（ 時間目），その

ワークシートの内容を使って，「長くやっているの

か？」「どれくらいやっているのか？」を生徒―教

師の で導入する。その後，ペアで（なる

べくつなぎ言葉を使うように促しながら）会話をさ

せる。

ペアで を行い（資料 ），ワ

ークシートで の文構造を確認させる。（資

料 ）

【 を学習する時間の流れ】

の表現を理解し，使えるようになろう！

どういう場面で使う表現なのかがわかる

英文の構造がわかる → ノートまとめ

→ →自己表現の活動ができる。

一人で／ペアで／グループで

   

まとめの の問題に答えられる

 と の本文の内容理解

と では，教科書本文を扱う目的

が異なる。 については，本文の下に が一
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題ずつある。本文の読み取りの課題は，この

とする。 の本文は，新出の基本表現や語彙を導

入し習得させるための英文と捉え，全文を暗唱し，

日本語訳を見て英文を書けるようにする。（資料

）。

一方， の本文は， で習得した力を活用

し，読む力をつけるための英文と捉える。ここでは，

「副題の には，フィンランドの

人々の，森に対するどんな思いが込められているの

だろうか。」を読み取りの課題とする。

に答えることがその解答であり，この時間のまとめ

となる。その答えに近づくために，概要の把握

（ ）や要約（ ），詳細な読

み取り（ ， の指示語や

の文の確認）を行いながら，少しずつ文章

理解を深めさせる。日本語訳ではなく，わからない

語彙やあいまいな部文があっても，前後から判断し

てポイント（問われた内容についての答え）を押さ

えるようにさせたい。ペアやグループでの助け合い，

の答えを見つけられたら， つ目のゴ

ール達成である。クラス全体で下のようにまとめ，

板書する。その時に，その文が自分たちには共感で

きるか，ピンとこないかを話し合わせ， と

日本の文化の違いを感じさせる。

この の は，文章で取り上げられ内

容について，自分も同じようなことを書く活動であ

る。 の紹介文を参考に，日本についての紹

介文を書く。 の文を記事の

タイトルとして，まとまりのある内容の英文を書か

せる（ には，タイトルは英語で書かせ，

続きの文章は日本語でも可とする）。（資料 ）。

でも でも，日本語訳を生徒に課

さないが，生徒には内容理解の読み取りをした後で

日本語訳を渡す。 では，暗唱や本文書きテスト

（本文の日本語訳を見て英文にする）のために，そ

の日本語訳を使う。 は，音読は得点対象

とせず，書きテストは新出単語のみとする。

【教科書の本文理解の学習の流れ】

本文の内容を理解し，大切な表現を使えるように

なろう！

単語，連語の意味と発音がわかる

…ペアで英→日，日→英と確認

課題に答えられる

（ ） に答えられる

（ ） の問題に答えながら，内容を

把握する。→ で自分の考えを

述べられる

 英文の構造がわかる… ，連語，前置詞

を色ペンでチェックしながら，日本語と英語を

比べてみる

 音読できる（ のみ）

① 時間内に音読できる

② 暗唱：日本語訳を見て英語で言える

 書きテスト …日本語訳を見て英語で書ける

 

の活動の目的は，この で学

習した現在完了形（継続）にコミュニケーションを

支える働きがあることを，自己表現をすることで実

感させることである。ここでは，一方向型

ではなく，対話型 のコミュニケーション活

動になる。 → の で行った活動

が土台となっているので， の帯活動で，

ペアで の以下の会話をさせる。

～

～

この時間の課題は「いいインタビュアーになろう。

パートナーに「あこがれの人物」について尋ね，レ

ポートを作ろう」である。（資料 ） の

の活動で，尋ね方や答え方のパターンを知るだけで

なく，インタビュアーがどんな相槌やつなぎ言葉を

使っているかも意識させ，板書でまとめる。 の

が一番大切な活動である。いいインタビュア

ーとして，話し手にわかりやすく質問し，つなぎ言

葉などを使って会話を促すことができたら つ目の

ゴール達成である。 人グループを つのペアに分

け，一方のペアのインタビューを残りの 人のペア
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に聞かせて評価させる。評価の観点を示し，相互評

価をさせることで，パフォーマンスの具体的な目標

を意識させる。

【インタビュアーのがんばりを評価しよう】

①声の大きさ・スピード・間は適当か。

②発音・アクセントはよいか。

③アイコンタクトや表情はよいか。

④質問の答えを聞き取れていたか。（メモ）

⑤追加質問やつなぎ言葉，繰り返しなどを上手に

使っていたか。

の と の書く活動をまとめて， 人グ

ループで 枚のレポートを日本語で作成させる。「書

く」が目標のパートではないこと，さらに「話す」

活動の中でもスピーチではなく対話がねらいであ

ること，また，人物の名前のスペルなどを確かめる

時間がもったいないことが理由である。

 

実生活に結び付いた場面が設定されているパー

トである。文構造指導ではなく，場面とその中心と

なる表現のはたらきを軸に，日常生活における会話

表現を学ばせる。ここでは，コミュニケーションへ

の意欲を評価するので，まちがいを恐れずに，会話

作りや 発表を楽しませたい。

この単元では， で病状につい

てたずねたり， ～で説明したりする表現を学

習する。課題提示では，スクリーンに 人が会話を

している状況を提示し，どんな声をかけあっている

かを想像して挙げさせた後，体調の悪そうな人物を

映す。 では会話が成立しな

いズレを感じさせ，教科書の本文からこの場面にふ

さわしい表現を見つけさせる（資料 ）。

と同様に，新出語彙や本文をペアで音読，暗唱した

後，本文を参考にオリジナル文を作らせる（資料

）。ペアの形態で， 人で つの会話文を作

ることで，お互いが助け合い，英語が不得意な生徒

も活動に参加できる。会話文を発表する場面（時間

によって，クラス全体であったり，グループ内であ

ったり）では， と同様に，評価の観点

を示し，発表ペア以外の全員で評価をする。

 まとめ

全体を通して学習課題を設定すること，

この教科書においては， （習得）と （活用）

のねらいの違いを意識すること，各々の課題につい

て，正確さを問うのか，適用力を問うのかをはっき

りさせること。この 点が指導計画を作るにあたっ

て留意していることである。

最後に，この はもちろん，英語の授業

において一貫して心掛けている点を挙げる。

①身近なテーマについての会話を帯活動の

として毎時間行う。つなぎ言葉や繰

り返し，追加質問などを用いて会話を続けるこ

とができるようにする。

②基本表現や教科書本文を導入するときは，状況

設定を具体的に行うため，視覚教材や聴覚教材

を多く用いる。（デジタル教科書や ，ピク

チャー，音楽，など）

③どの生徒も取り組める働き掛けの工夫として，

ペアやグループの形態を使う。新出語彙や本文

の暗唱をさせたり，ペアやグループで一つの

を完成させたりなど，お互いに助け合うこ

とでターゲットを効率的に定着させる。また，

課題に個人で取り組ませた後，ペアやグループ

で（根拠も述べるように）確認をさせて，解答

への自信を深めさせる。

④活動ごとにポイントを与え，項目と得点を板書

しておき，授業の終わりにポイントカード（資

料 ）に自己評価とともに記入させて，そ

の時間の振り返りをさせる。（家庭学習の課題

確認）

⑤予習を前提としない，授業が勝負，授業で学習

したことをノートやワークシート，ワークブッ

クを使って復習させることを家庭学習として

課す。
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